
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行:ＪＲ東労組東京地本 業務部 

2025.11.18 №018 

JREU TOKYO 

東地申第５号 
「上野統括センターにおけるお客さまサポートコールシステム運用拡

大に関する申し入れ」団体交渉を行いました！ その① 

【共通】 

１． 本施策が実施されることにより、どのように効率的で生産性の高い業務執行体制を構築することができるのか具体的に示

すこと。 

回答）お客さまサポートコールシステムの運用を拡大することにより、さらなる柔軟な働き方を実現していくとともに、効率的で

生産性の高い業務執行体制を構築することができると判断したものである。 

会社：人ならではのサービスの追求は、すぐに発見・つかむこと、改札に立っていないとできない。改札に立つことを否定しない。   

確認：初動対応はお客さま優先であり、企画業務優先の遠隔対応は行わない 

 

２． 本施策を提案するにあたり、尾久駅、三河島駅での検証期間、検証項目、検証方法を具体的に示すと共に、検証結果が年間

の業務量を測るのに足りている根拠を具体的に示すこと。 

回答）お客さまのご利用状況等を総合的に勘案して対応可能と判断したものである。 

組合：（当初は「検証期間は出せない」に）不誠実だ。 

（その後検証期間出す）年間の業務量を見て出面数判断しているはず。なぜ２週間と５週間なのか？ 

会社：尾久と三河島のデータの差は対応件数・繁閑の差が少ない箇所で十分足りている 

組合：足りていない   対立 

 

３． 施策提案後のトライアルを実施した箇所と目的及び、トライアルで発生した課題と解決策を具体的に示すこと。 

回答）施策実施に向けて必要な準備を行ってきたところである。   

 確認：課題に対しては実施までに解決する 

 

４． サポートコールシステムに対する教育については、駅の見学や営業トレーニングセンター等での実機を用いた教育を田端、

尾久、三河島駅に勤務する全社員に実施すること。 

回答）引き続き、必要な教育は実施していく考えである。 

会社：駅の見学は実施済みである。 

組合：田端の乗務員に対して掲示掲出のみで「行ってこい」は丁寧でない。責任をもって教育を行うべきだ。 

確認：3駅の意見交換は実施する、乗務 UTは点検する、周知は丁寧に行う その②へ 


